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午後１４時００分 開会 

ただいまから、令和８年度第２回つくばみらい市環境保全審議

会を開催いたします。 

はじめに、委員の委嘱になります。 

 

【委嘱状交付】 

 

【委員紹介・事務局紹介・委託事業者紹介】 

 

【会長・副会長の選任】 

 

【会長・副会長 あいさつ】 

 

会議次第に基づき、議事に入ります。ここからの議事進行に

つきましては、環境保全条例第113条第１項の規定に基づき、

会長お願いいたします。 

 



会長 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

議案第２号について、第３次環境基本計画策定にかかるアン

ケート結果に基づく体系図（案）について、事務局からご説明

いたします。 

 

【事務局説明】 

 

【質疑を諮る】 

 

アンケートの数字だけではなく、生の声もあってもいいのでは

ないか。 

 

アンケートの各設問でその他意見として細かい内容を記載して

おり、ここが生の声に近いのではないかと考えます。こちら意

見も計画に反映できればと考えております。 

 

基本目標の５分野についてはこのままなのか。 

自然災害に対しての項目は単独で構成できないのか。 

最近の洪水・竜巻などが地球温暖化に関係する部分について、

市として気にかけていることを強調してはどうか。 

 

体系図にある基本目標４の「地球環境の保全」、「気候変動へ

の適応策」に盛り込めるよう検討します。ただ、災害の対処方

法となってしまうと防災とか減災が強くなってしまうので、環

境基本計画は環境全体の部分がメインなので、異常気象や温暖

化などの全体で作って反映させていく。 

 

回収率の低さは、もう少し全体で35％よりも増やせる方法はな

かったのかと思う。 

 

アンケートの回収率は、他の計画についても約３割程度です。

今回は初めてwebでの回答も行いましたので、今後は、回答・

回収率を上げられるよう、次の計画ではやり方を検討したいと

考えています。 

 

自然環境は災害の影響を緩和するという大事な役割も持ってい

ます。例えば、緑地率を維持向上させると温暖化の緩和に働き

かける、つくばみらい市だとお米を強調されていますが、県で

は、水源涵養の効能として田んぼダムなどもあります。環境を

守ることは災害も緩和するということでまとめると、どちらに

も配慮しているということになると思う。 

また、アンケート結果で、市民の方が環境への満足度が高いの

は素晴らしい結果だと思う。 

 

田んぼダムのことについては、現在、県から地元の方々と田

んぼダムが作れないか、という話が出ています。将来的にど

う扱っていくのかは検討中の段階である。 
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地球温暖化や環境問題は、テレビでも報道でも、さんざん取

り上げられていて、一般常識化している中で、それをどのよ

うに具現化するかというところが、一番大事なところじゃな

いかなと思う。市の取り組みに、市民の意見を吸い上げて、

どうしていくのか。 

 

コンサルと意見を集約し、内容をまとめていきたいと考えてお

ります。今回初めて行った中学生からの意見では、循環型社会

の３Ｒやごみの分別について関心があることが分かったので、

計画に反映していきたい。 

 

子どもたちは、意外と環境問題に真剣です。自分の将来に関わ

るので、将来の子どもたちのために、今やれることをやってあ

げたらいいと思う。市として取り組めるものを、膨大な予算が

かかることではなく、小さな予算でもできるようなことを具現

化するのが一番大事なのではないか。 

 

市として取り組めるものを計画に盛り込み、具現化できること

を考えていきたい。 

 

今、ごみの分別がさらに細かくなっているが、広域ごみ処理場

の復旧予定はいつになるのか。 

 

令和９年９月の予定と伺っている。 

 

設問で地球温暖化についての考えでは、無駄などの諦めムード

が出ているので、そこは、環境教育を利用して、意識してもら

えるような取り組みをされてはどうか。 

 

今回、教育委員会通じて中学校へアンケートを実施しました。

引き続き、環境への取り組みで、参加と協働は教育と絡めなが

ら、計画に盛り込んでいきたいと考えている。 

 

市内事業者の回収率が6％だが、ISOを取得している企業はどの

くらいあるのか。 

 

ISOを取得している企業数までは把握していない。 

 

最近、農園のトウモロコシが鳥獣被害にあっているとの声をよ

く聞くが、生き物は何か。 

 

ほとんどがアライグマだと思われるが、ハクビシンなどの鳥獣

被害もある。 

 

特に異議や修正意見がなかったようですので、原案をこの

審議会として認めるという結論にしたいと思います。 

それでは、その他について事務局からお願いいたします。 
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今回の環境基本計画に委員の皆様のお名前と会議の写真を

掲載させていただく旨説明。 

次回の第３回環境保全審議会につきましては、11月中旬

を予定しております。主な審議内容は、計画の素案、現計

画の点検・評価となります。改めて、事務局から候補日を

ご連絡させていただきます。 

 

それでは、議事進行を事務局にお返しします。 

 

委員の皆様、慎重なご審議ありがとうございました。 

以上をもちまして、令和８年度第２回つくばみらい市環境保

全審議会を閉会します。 

午後15時00分閉会 

 


